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第 33回勝山市地域公共交通会議 会議録要旨（令和元年度 第 1回）

1.開催日時：令和元年 6月 17日（月）14時～14時 40分

2.開催場所：勝山市役所 3階 第 2・3会議室

3.出席委員：敬称略

4.欠席委員：国土交通省中部運輸局福井運輸支局運輸企画専門官（輸送・監査担当）吉留俊郎
京福バス株式会社 経営推進室企画営業グループ 部長 矢部 良智

5.傍聴人の数：0人

委員 福井大学 教授 野嶋 慎二（座長）

国土交通省中部運輸局福井運輸支局

首席運輸企画専門官（輸送・監査担当）

江口 郁雄

福井県地域戦略部 交通まちづくり課 西野 光

（代理 川崎 香織）

奥越土木事務所 勝山維持管理課長 鈴木 常仁

勝山警察署 交通課長 髙原 嘉之

勝山市区長連合会 会長 杉平 信夫

勝山市高齢者連合会 代表 松下 文男

えちぜん鉄道株式会社 営業開発部 部長 佐々木 大二郎

勝山交通株式会社 代表取締役社長 竹田 幸弘

大福交通有限会社 代表取締役 中村 雅彦

福井県交通運輸産業労働組合協議会 嶋田 久則

勝山市副市長 水上 実喜夫（会長）

勝山市教育部長 谷口 文弘

勝山市建設部長 木下 秀樹

勝山市産業・観光部長 山本 典男

勝山市健康福祉部長 谷出 雅博

勝山市総務部長 伊藤 寿康

事務局 勝山市市民生活部市民・環境・税務課課長 河野 誠

主任 森 弘章

主査 林 賀代
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6.報告事項
(1) えちぜん鉄道の運行実績について
(2) 市内バス路線の運行実績について

7.議題
(1) コミュニティバス遅羽線 「嵭崎ふれあい会館」バス停留所の新設について

8.会議資料
資料 1 えちぜん鉄道の運行実績

資料 2 市内バス路線の運行実績

資料 3 コミュニティバス遅羽線「嵭崎ふれあい会館」バス停留所の新設について

資料 4 勝山市地域公共交通会議委員名簿

資料 5 勝山市地域公共交通会議座席表

9.議事等内容
(1) えちぜん鉄道の運行実績について

(2) 市内バス路線の運行実績について

座長 報告事項について、事業者側から補足説明があればお願いします。

委員 全体的に昨年と比較して乗客数は増えている。原因はわからないが、通学

定期が増えている。少子化の中では今年以降減少していくのではないかと

懸念している。通勤と観光客が伸びているので今後も力を入れていきた

い。特に勝山は恐竜博物館に行くお客様が増えているということで、バス

の運用とも含めて協力していきたい。今年のゴールデンウィークは勝山線

は全部 2輌で運行、多いときには 70名から 80名の利用があり、バス 1台
では乗りきらない時もあり、大福交通さんにお願いし、バス 2台で対応し
ていただいた。乗客数が増えるのは良いことだが、今後は電車とバスの連

携が必要になってくると思っている。

委員 北郷線は京福さんがやめたことで、朝 2便、夕方 2便増便し、学生の利用
が増えたため、大幅に伸びている。鹿谷線、野向線、荒土線は冬、子ども

の利用はあるものの、子どもの数が減少しているので、その影響が出てい

るのかと思う。荒土線については荒土小学校の利用はなく、野向小学校の

利用ということで訂正をお願いしたい。

委員 平泉寺線は上赤尾のバス停を追加したところ、多く利用がある。一般の乗

客が増えてきており、それにつられて他のバス停でもお客様が増えてい

る。ぐるりん中部は恐竜博物館も経由しており、その乗客が増えているの

で増加している。ぐるりん南部は 1回乗車すると 30分から 40分かかり
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(3) コミバス遅羽線「嵭崎ふれあい会館」バス停留所の新設について

委員 乗りにくいという声もある。それが前年比と同じぐらいの推移となってい

るのかと思う。恐竜博物館直通便は連休中大型バスに乗りきれないことも

あり、行きも帰りも 2台で対応した。今年の 10連休は中日にお客様が多
く来られた。この経験を今後に生かしたい。遅羽線は小学生の利用が増え、

前年度から 3倍ぐらい増えたのが増加している要因かと思われる。北谷線
は子どもの利用が減り、限界集落ということで、人口が減ったのが減少し

ている要因かと思われる。

座長 恐竜博物館の入館者数が好調でそれが電車やバスの利用にもつながって

いる。小学生の利用の増減がバスの乗客数にも大きく影響しているのがわ

かる。

委員 市内観光バスダイナゴン利用者数の中で無賃人数が増加したため運賃収

入が減少とあるが、無賃人数とは何か。

事務局 無賃人数は障害者、未就学児です。

座長 報告事項についてはこのとおりということでよろしいでしょうか。

一同 承認

座長 バス停が増えることで遅延はあるか。

事務局 現在の利用状況から考えても遅延はおこらないと考えます。

委員 雪が降ったときの道路の除雪状況、ふれあい会館前の駐車場の除雪等は問

題ないと考えて良いのか。

事務局 周辺道路の幅もあるので十分対応できると考える。除雪については都市建

設課と連携し車両の運行が確保できるように努めて参りたい。

委員 嵭崎バス停について地元の区長と話をして進めたということであれば、問

題ないと思われます。

座長 地元の方も賛成、同意されていると承っておりますので、よろしいでしょ

うか。

一同 承認


